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成果の概要／真鍋公希 

 

 7月 6日から 11日にかけて、マドリード・コンプテセ大学で行われた 2019年 IAMCR国際メ

ディア・コミュニケーション研究学会にて、“Quantitative Analysis of Japanese films in 1950s” 

と題した口頭発表を行いました。飛行機の予約の関係上、学会の最終日は参加できませんで

したが、それ以外は開催期間中すべての日程に参加し、多くの研究発表を拝聴したり、海外

の研究者の方と交流する時間をもったりと、充実した時間を過ごすことができました。また、自

身の口頭発表も滞りなく進めることができ、フロアからの質疑の時間やセッションが終わった後

には、数名の方とさまざまな意見交換ができました。こうした経験から得られた成果について、

4点にまとめて報告いたします。 

第一に、今回の発表内容について、海外の研究者と有益な意見交換ができました。とくに、

現代の中国映画を対象として同じように計量分析を行っている研究者から、研究をさらに発展

させられる有益な指摘をいただくとともに、もっとも関連性が高く投稿先として適切なジャーナ

ルも紹介してもらいました。日本の映画研究の分野では、計量分析に専門的に取り組んでい

る研究者がほとんどいないために、映画史的な知識と分析方法の両方を踏まえたコメントをも

らう機会がこれまで乏しく、また、国内の査読誌はいずれも主に扱っている領域が異なるため

に、報告をもとにした論文をどこに投稿するのかも迷っていたところでしたので、上記のようなコ

メントをもらえたことは、今後の研究に直接つながる大変有意義な成果だといえます。早速で

すが、現在、いただいたコメントを精査しながら、発表原稿の修正と投稿準備を進めているとこ

ろです。 

第二に、映画を対象として計量分析を行っている研究者と交流できたことで、大いに刺激を

受けることができました。先述のとおり、映画を対象に計量分析的なアプローチを専門的に行

っている研究者がほとんどいませんので、自分の取り組んだ研究がどのくらいインパクトのある

ものか、報告前はあまり自信をもてずにいました。しかし、今回の口頭発表後には、何人かの

若手研究者の方から、「批評家による評価と経済的な成功の度合いが反比例するような関係

にはないという結論は興味深かったので、論文が出版された際には連絡してほしい」という旨

を仰っていただけたため、研究内容に自信をもつことができました。また、その若手研究者の

方々と休憩時間にお互いの研究状況などについても話し合い、関心をもっているテーマや研

究を進めていくなかで抱えている悩みについても共有できました。些細なことではありますが、

こうした交流からも研究のモチベーションにつながる刺激を得ることができました。 

第三に、海外のほかの研究者の報告を聞いたり交流をしたりする中で、映画研究やメディア

論の分野の世界的な研究トレンドを知ることができました。日本映画を専門としていることもあ

り、これまではジャーナルに掲載された論文をある程度フォローするのみで、世界的な研究ト

レンドに対してあまり注意を払っていませんでした。しかし、今回の学会参加を通して、自分の

研究にも活かせそうな研究トレンドを知ることができ、視野を大きく広げることができました。こう



して視野を広げることができたのも、大規模な国際学会である国際メディア・コミュニケーション

研究学会に参加できたからこそだと思います。 

第四に、私にとっては英語での口頭発表自体が初めてでしたので、実際に英語発表を経

験できたこともまた、とてもいい経験となりました。とくに、今回の学会参加は単身で、発表の際

にフロアに日本語話者もいないという状況でしたが、それでも大きな失敗なく発表をやり遂げる

ことができたことで、以前に抱いていた英語発表に対する苦手意識をずいぶんと克服できたよ

うに思います。これからは、より積極的に国際学会や国内の英語発表に取り組みたいと前向き

に思えるようになった点でも、自身の成長を感じることができました。 

以上のように、今回の学会参加では研究内容にかかわる面はもちろん、研究のモチベーシ

ョンや苦手意識のような心理的な面でも得るものが多く、その意味で貴重な経験ができました。

スペインという遠方での開催ということで、普段であれば参加をあきらめざるを得なかったでしょ

うから、貴財団より助成を受け、発表する機会を得ることができたのは、私にとって大変幸運な

ことでした。改めて感謝申し上げます。 


